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特集４ 

連続企画「社会のなかのカリタス」 

第１回・第２回 講演録 

菊地 了 

序文 

本稿はグローバル・コンサーン研究所主催の連続企画「社会のなかのカリタス」の講演録で

ある。文章は録音に基づいているが、読みやすさ等を考慮し、適宜、修正と変更を施してある。

もちろん、編集すること自体については講演者の許可を得ているし、作業においては講演者の

意図に沿うように最大限の配慮をしたつもりであるが、講演者は日本語を解さないため、最終

原稿について講演者の確認を得ることはできなかった。そのため、学術的な引用等は本稿に依

らず、参考文献で示されている著書や論文を直接に参照していただきたい。

本企画は、同研究所客員所員を務める筆者が、企画と運営を担当している。筆者は、ドイツ・

フライブルク大学の神学部でカリタス学の修士号を取得し、また、同学部にて研究補助員を務

めたことから、第１回と第２回の講演者をフライブルク大学の古巣から招くこととした。

第１回の講演者をお願いしたクラウス・バウマン教授は、フライブルク大学神学部のカリタ

ス学およびキリスト教ソーシャルワーク講座の主任教授である。バウマン教授が講演でもお話

しされているとおり、フライブルクはカリタス学の発祥の地であり、現在もその中心地でもあ

る（ちなみにフライブルクはのちに世界規模となるカトリックの慈善団体「カリタス」の発祥

の地でもある）。よって、バウマン教授はカリタス学の権威であり、講演の第１回をお引き受け

いただけたのは幸いであった。なお、バウマン教授は、フライブルク大学に本務を持つが、フ

ライブルク大司教区の教区司祭であると同時に、心理療法士としての臨床活動も続けており、

ご講演で明らかなように、その視点には理論家としてのみならず実践者としての観点も含まれ

ている。

第２回の講演者のお二人、デオグラシアス・マルフキロ神父とアンドリヤナ・グラヴァス医

師は、バウマン教授のもとでカリタス学の学位を取得後、現在も研究員として研究活動を続け

ている。ブルンジ出身のデオグラシアス神父は、同国で起きた大虐殺を伴う紛争後の和解プロ

セスを研究し、また、自らが設立した NGO の代表として、その実践にも携わっている。グラ

ヴァス氏は、クロアチア出身の医師であり、人道上の危機的状況が続発したユーゴスラビア紛

争を経験し、ドイツに移民してきた経緯を持つことから、トラウマ対処と信仰の関係について

研究をしている。

 この三人の講演者を招いたのは、もちろん、それぞれの携わる研究や実践について知っても

らいたいということもあったが、（仮想空間を通してではあるが）顔を合わせ、話を聞き、対話

することを通して、この三人の人柄に触れ、感化されてほしい、という願いからでもあった。

講演録の序文でこう述べるのも皮肉な気もするが、文字で捉えきれないものが、人との出会い

には（例えオンラインであっても）確かに存在するのである。ぜひ、読者の皆様にも、もし本

稿をご覧になってご関心を持たれたら、当研究所のホームページをご参照の上、ご参加いただ

ければと思う。
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 個人的な感想であるが、第１回と第２回を通してもっとも印象的であったのは「癒し」とい

うキーワードであった。宗教は救いをもたらすはずである。しかし、「救済」というと、現代の

世俗化された世界では、上から目線で、彼岸的なイメージがもたれがちであろう。例えば、「信

じれば天国に行けますよ」とか「そんなことでは地獄に落ちますよ」とかいう類のメッセージ

を想起する人が一般には多いのではないか。しかし、私自身カトリック信者であり、プロテス

タントや正教の人たちとも交流があるが、そのようなことを言うキリスト者にはほとんど会っ

たことがない。私の周りのキリスト者は、代わりに、「辛いことがあれば教会に行けば、心が楽

になるかもしれませんよ」とか「神様のいない世界は殺伐としていますね」とか言うのである。

つまり、大勢の人々は、来世に救われるよりは、現世で癒されることに、信仰の意義を見出し

ているようである。 
「世俗の時代」と言われることもある現代であるが、たくさんの人が、癒しを求めて、教会

や寺院を訪れたり、ヨガや瞑想をしたりして、スピリチュアルな生活を送っている。バウマン

教授の話にあった、弁証法的行動療法を開発した心理学者マーシャ・リネハンの原点が祈りの

最中での神秘体験であったという話は、劇的な例ではあるが、少なくとも私の見聞きしてきた

限り、珍しい話ではない。私事で恐縮であるが、私自身、無神論者のニーチェ研究者として虚

無主義に苛まれていた時に、突如、十字架に架けられたキリストから強烈な光が輝き出る経験

をしたことが、キリスト者として歩み始める第一歩であった。そして、信仰の道を歩む途上、

キリストに癒された人、癒されている人との、多くの出会いがあった。 
近年、学術界においても、人間存在の宗教的側面が、注目されるようになってきている。近

代では動物的・経済的な存在として解されることが多かった人間のスピリチュアルなニーズが

ようやく認められてきているようである。筆者は先日ある哲学の講演会に出席したが、そこで

も「実存」という専門用語とともに、「スピリチュアル」という身近な言葉が、否定的な意図を

伴わずに使われていたのは、非常に新鮮であった。グラヴァス医師の研究もドイツで開催され

た欧州精神医学会の会合でとても良い反響を得たと聞いているが、バウマン教授も述べている

ように、カリタス学では当初から宗教性を含む全人的な人間観に基づき経験的な研究がされて

きたため、我々がそこから学べることは多いであろう。 
平和には赦しが必要であるが、癒しと赦しには密接な関係があり（赦しが先か、癒しが先か

はわからないが）、そこではスピリチュアリティが重要な役割を担っている、と、講演者たちは

口を揃えるように言っている。スピリチュアリティを切り離さない人間学の必要性をバウマン

教授は訴えているが、キリスト教人間学を専門の一つとする研究者として、これには全く同意

である。苦しんでいる人の多くにはスピリチュアルなニーズがあることは明白であり、苦しむ

人々に寄り添うことを旨とする人は、それを無視することは到底できないはずである。これは

カリタス学のモットーでもあるが、日本で隆盛しているグリーフケアにも共通している、大切

な理念でもあろう。そして、キリスト教人間学の伝統を誇り、グリーフケア研究所を擁する上

智大学は、このような学問的アプローチの砦であるべきであろう。ゆえに、グローバル・コン

サーン研究所という社会活動を実践し、研究する場で、チャリティとスピリチュアリティの関

連を「カリタス」というカトリックのキーワードを通して探っていくことに、筆者は深い意義

を見出すのである。 
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第１回 

カリタス学とは何か？  
                 クラウス・バウマン（ドイツ・フライブルク大学教授） 

（2021 年 11 月 18 日開催） 

 

【バウマン教授】 

「カリタス学とは何か？」これが私に与えられたテーマです。そこで、まず、カリタス学の

歴史やカリタス学とは何かということ、さらに、カリタス学の学際的な方向性、そして、我々

の最新の研究プロジェクトについてお話したいと思います。 

まず、カリタス学の歴史についてですが、特にフライブルクについてお話したいと思います。

フライブルクはこの学問の発祥の地だからです。カリタス・ドイツの創設者であり、初代会長

であった、ロレンツ・ヴェルトマンは、カリタス学について次のように語っています。「カリタ

スと社会福祉の分野における学術的な研究は、ほとんどまだ扱われていない課題であることは

否定できない」彼は 1902 年にこう言いましたが、これは今でもそうです。 

カリタスの主要な分野は三つあります。第一に、福祉セクターにおける社会奉仕。第二に、

教会と社会における連帯の醸成。第三に、社会的政治的アドボカシー活動、特に政府による社

会立法の改善の促進。よって、カリタス学は、これらすべてのカリタスの分野を研究対象とし

ています。 

カリタス学がフライブルクで始まった時代には、産業革命が社会的な背景としてありました。

より具体的に言うと、19 世紀の中欧における農村の貧困と都市の労働者階級の貧困によるいわ

ゆる「社会問題」があったのです。1880 年代に、ドイツはマルクス主義革命を回避するため、

社会保障制度の整備と社会福祉国家の成立を目指すようになりました。19 世紀末には、政府は

宗教的な福祉団体と協力するようになりました。同時に、教会においても、多くの新しい社会

サービスが生まれ、社会問題に対する意識がより鮮明になりました。1891 年、ローマ教皇レオ

13 世による回勅「レールム・ノヴァールム」が制定され、カトリック社会教説の発展が始まり

ました。 

1848 年には、すでにドイツのプロテスタント教会が、プロテスタントの社会奉仕活動の統括

組織として、「内地宣教のための中央機関」を設立しています。1897 年、カトリックの組織に

対する政治的な受容性の高まりにあわせて、ドイツ・カリタスが設立されました。ドイツ・カ

リタスは、約 20 年後、第一次世界大戦中に司教会議によって承認されました。第一次世界大戦

は、司教たちだけでなく、ドイツ社会にも、戦争の結果生じるあらゆる必要に対処するために、

社会的分野での教会の奉仕がいかに重要であるかを示したのです。 

1918 年、フライブルク大学神学部において、道徳神学者フランツ・ケラーが、社会倫理とカ

リタス学の教授に任命されました。1922 年末、カリタス・ドイツのベネディクト・クロイツ会

長は、フライブルク大学にカリタス学の研究所を設立するよう嘆願書を提出しました。その理

由は、カリタスの専門的な奉仕活動には、「その拡大と実践的な活動全般によって緩んでしまわ

ないように」、科学的、特に神学的な基礎固めが必要である、ということでした。 

1925 年４月３日、フライブルク大学は神学部内にカリタス学の研究・教育を目的とする研究
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所を設立しました。この研究所では、４学期制のカリキュラムが設けられ、補助的なディプロ

マを取得することができました。1927 年、ベルリンのフンボルト大学でプロテスタントの社会

倫理と内地宣教学の研究所が誕生しました。これはフライブルクの研究所のプロテスタント版

と言えるものです。 

ナチス政権下の 1938 年、両研究所はナチスによって弾圧され、活動を禁じられました。フラ

イブルクとベルリンのこれらの研究所以外には、神学の学問や研究所が弾圧されることはあり

ませんでした。ナチス政府は、カリタス学のテーマや教えが、ナチスのいかなる立場にも反す

るものであり、面倒を起こすかもしれないことを直ちに理解したのです。 

第二次世界大戦後、研究所は段階的な再出発の道を歩みました。プロテスタントの研究所は

1954 年にハイデルベルクに移されました。カリタス学のプログラムは、教会の認可に加えて、

1993 年には州の認可も得ました。2006 年、これは私の最初の重要な任務の一つでもありました

が、ボローニャ改革を受けて、カリタス学の修士課程が設立され、政府の認可を受けました。 

さて、これまでは簡単にカリタス学の歴史を見てきましたが、それでは、カリタス学とはそ

もそも何なのでしょうか。「カリタス」という言葉は、「チャリティ」という言葉と誤解されや

すいです。我々は「チャリティ」ではなく、「カリタス」と言います。「カリタス」とは、七十

人訳聖書のコイネーギリシャ語の「アガペー」のラテン語訳です。特に神の私たちへの愛、神

への愛、隣人への愛を指します。これがカリタスの意味です。 

教皇ベネディクト 16 世は、その最初の回勅で、隣人愛の実践は信者個人の責任でもあるが、

地域レベルから世界レベルまで、教会としての責任でもあり、また、教会はコミュニティとし

て組織的に愛を実践しなければならない、と述べています （20）。ベネディクト 16 世のこの考

えは、第二バチカン公会議の教会論にある、秘跡的にそして司牧的に統一体である教会という

教えと同一線上にあります。神の愛にインスピレーションを受け、カリタスにインスピレーシ

ョンを与える教会。第二バチカン公会議は、教会憲章の中で、教会を「キリストにおけるいわ

ば秘跡、すなわち神との親密な交わりと全人類一致のしるし、道具」（1）と定義しました 1。 

道具（Instrument）という言葉に注目してみましょう。道具というのは、自分が必要とする特

別な範囲のために使うものです。使わなければ、何の役にも立ちません。現代世界憲章は「現

代の人々の喜びと希望、苦悩と不安、とくに貧しい人々とすべての苦しんでいる人々のものは、

キリストの弟子たちの喜びと希望、苦悩と不安でもある」という言葉で始まっています 2。こ

れら引用に示される教会論は、一枚のコインの表と裏になっています。教会は、貧しい人々や

苦しんでいる人々に寄り添い、どのような形であれ援助する道具である必要があるのです。 

この道具はどうすればうまく使えるのでしょうか。この仕事はどうすればうまくできるので

しょうか。これらの問いに答えるためには、研究が必要です。そのため、カリタスの研究が必

須であると、ヴェルトマンは語りました。繰り返しになりますが、教会の秘跡的使命はカリタ

スの道具となることなのです。 

 
1 第２バチカン公会議文書公式訳改訂特別委員会訳『第二バチカン公会議 教会憲章』カトリ

ック中央協議会（2014）。 
2 第２バチカン公会議文書公式訳改訂特別委員会訳『第二バチカン公会議 現代世界憲章』カ

トリック中央協議会（2014）。 
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では、カリタス学とは何なのでしょうか。まず、科学とは何かを確認する必要があります。

大学が「科学」という言葉で理解するものは何でしょうか。科学の中心は、新しい知識を得る

ための方法と推論を結びつけることです。断言を結びつける構造の論理で、理論を構築するこ

とです。どんな科学も、どんな学問分野も、この方法と推論の結びつきの構造を持っています。 

科学の諸分野には目標があり、対象があり、方法があります。フンボルトが定義した大学の

理想像によると、大学には三つの目標と責務があります。それは、研究、研究に基づく教育、

若手研究者の育成の三つです。これらはカリタス学の目標でもあります。カリタス学の対象は、

教会の本性の遂行であるカリタスであり、教会と社会における結社的コミットメントです。特

に、この対象には、苦しむ人間、支援する人間、そして医療や社会福祉におけるコミットメン

トを含むあらゆる種類の貧しい人々や抑圧された人々に奉仕する教会とその活動が含まれます。 

別の言い方をすれば、「社会問題への対処と解決」が対象に含まれるのですが、それはソーシ

ャルワークの対象でもあります。このソーシャルワークの対象は、カリタスの仕事が何である

かを考える上で重要なポイントになります。カリタスの仕事とソーシャルワークは、大きく重

なる部分があります。ソーシャルワークの教科書の定義と国際ソーシャルワーカー連盟の定義

を合わせて考えると、ソーシャルワークの対象は、社会問題の予防と対処と社会発展の促進で

あると考えることができます。ソーシャルワークについては、エンゲルケが教科書の中で、「私

の知る限り、学問領域としてのソーシャルワークの発展、実践、専門職の形成に対する神学の

貢献は、過大評価することはできない」と書いています。 

さて、カリタス学者は何を研究するのでしょうか。カリタス学は、カリタス、つまり、キリ

スト教の社会福祉活動の理論と実践を、記述し、説明し、理解し、改善し、建設的に変化させ

ることを目的としています。そして、そのためには、教会のカリタスについての純粋に神学的

な理解に従うことが必要です。同時に、カリタス学は、この神学的自己理解をさらに明確にし、

深め、発展させることを神学的に追求しています。 

ご存知かもしれませんが、1979 年に教皇ヨハネ・パウロ二世がカトリックの大学・学部につ

いて定めた使徒憲章「サピエンティア・クリスティアナ」は、カリタスを明確に扱った研究領

域については何も語っていませんし、カリタスについての言及もしていません。その結果、カ

リタス学も、一般的にカリタスというテーマ自体も、カリキュラムの一部になっていません。 

ソーシャルワークを専門とするカトリックの応用科学大学は存在します。また、カトリック

の組織に勤める神父やソーシャルワーカーもいます。しかし、かれらは皆、カリタス学が何な

のか知らないのです。神学として、また、学際領域としてのカリタス学を、かれらはしばしば

知らないのです。 

一方、教皇フランシスコは、2017 年にサピエンティア・クリスティアナの後継として、使徒

憲章「真理の喜び」で、教会とその神学部に新たな刺激を与えました。教皇は同文書で神学部

の課題を定義していますが、そこには「神学部は、神の啓示から細心の注意を払って導き出さ

れたカトリックの教義を、それにふさわしい科学的方法に従って深く研究し、体系的に説明す

ることを目的とする」（69）と書かれています 3。この一文はサピエンティア・クリスティアナ

 
3 拙訳。 
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と一致しています。 

そして、次の文には、サピエンティア・クリスティアナでは明示されていなかった、第二の

目的が書かれていますが、これはカリタス学に強い関連性があります。「同じ啓示に照らして、

人間の問題の解決を注意深く求めるというさらなる目的がある」4。 上述したように、エンゲ

ルケは、「ソーシャルワークに対する神学の貢献は過大評価できない」と言っていますが、同時

に、「神学は、特定の条件のもとでなければ、ソーシャルワークが参照する学問となりえない」

とも言っています。それでは、この「特定の条件」とはどのようなものなのでしょうか。 

こうして、我々は、研究上の問いの特性に応じたカリタス学の方法にたどり着きました。カ

リタス学の研究活動には、神学及び神学以外の学問領域との協力が不可欠です。他の学問領域

の知見と手法はカリタス学の学術的方向性を定める際に必要となります。 そして、学際的な作

業は、認識論的に考察され、説明されなければなりません。 

ここで、カリタス学の特徴としての学際志向についてお話しします。簡単に言いますと、カ

リタス学には、神学と経験科学の二つの部門があります。そして、これらは互いに学際的に影

響し合っています。ソーシャルワーク（ヘルスケアも含む）は、社会問題への対処や解決、社

会的発展の促進を目的としています。これらは私たちの目的でもあり、他のすべての学問分野

と協働しています。 

カリタス学は、現在、神学の中の学問であり、社会問題の解決と対処という目的に関連する

他のすべての学問と密接に相互作用しています。カリタス学は、神学的な背景とインスピレー

ションをもちながらも、その対象はソーシャルワークと同じであり、様々な学問分野と相互作

用しながら活動しているのです。 

カリタス学の修士課程のカリキュラムでは、多くの学問分野と対話しながら、様々な技能分

野からなる育成プログラムを作らなければなりません。まず、中心となるのは、カリタス学の

研究能力です。これは修士論文によって最終的に証明される能力です。しかし、この中心の周

りには、6 つの技能分野があります。第一に、神学と神学的人間学があります。第二に、社会倫

理学。第三に道徳神学。第四に、コミュニケーション。第五にソーシャルワーク。第六に、法

学と経済学です。カリタス学の修士課程ではこれらのことを学ぶのです。 

学際的な学びにおいて、カリタス学は『対異教徒大全』に示された聖トマス・アクィナスの

信念に忠実です。「被造物についての誤りは、神についての誤った意見に流れ込み、人間の精神

を迷わせ、信仰がその御前に導くべき、神から遠ざけてしまう。」この信念のもと、カリタス学

は、世界の現実について他の学問から学ぶことに非常に積極的な姿勢でいるべきでしょう。 

ゆえに、カリタス学は、本質的に、他の学問分野とその成果から学び、自らの前提や考え方

や行動様式を反省する心構え、学際的態度を必要としています。新しい知識や新しい洞察がソ

ーシャルワークとその対象にとって何を意味するのか、その意味を考える用意がなければなり

ません。そして、その態度はネガティブな研究結果や他分野からの挑戦を避けるものであって

はいけないのです。 

一方、課題と言説のレベルを見極める能力も必要です。課題が置かれているレベルは何なの

 
4 拙訳。 
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か。そして、必要な情報や結果を他分野から得るために、重要な問いに集中し、明確な質問を

する能力がカリタス学者には必要なのです。 

私は、1904 年から 1984 年まで生きたイエズス会士のバーナード・ロナガンに倣って、私た

ちの心の営みを４つのレベルに分類することを提案しています。第一に、経験的なレベル、第

二に、理解のレベル、第三に、持続的なレベル、そして第四に、責任のレベルです。これは学

問の対話において、「相手の学問は経験的事実を語っているのか」、「この経験的データに対する

理解を語っているのか」、「評価の問題なのか、それともすでに責任と決断の問題なのか」を理

解するために非常に有効だと考えます。 

ここで、最新の研究プロジェクトの話に移りたいと思います。私の研究プロジェクトと私の

グループの研究プロジェクトをいくつか挙げます。これらの研究プロジェクトに関しては、ド

イツ語に加えて英語の出版物もあります。 

ある研究プロジェクトは、青年期の親と子どもたちとの生活を対象としました。また、外出

が許されない定住型施設にいる青年を扱ったプロジェクトもありました。これらは困難な生活

を営む青年についての研究です。 

次に、より大規模なプロジェクトですが、「精神医学と心理療法における宗教とスピリチュア

リティ」というプロジェクトがあります。これは現在も続いています。このプロジェクトでは、

ドイツ全土の精神科医を対象に調査を行いました。ドイツの精神科で働くパストラル（司牧）

ワーカーにもアンケートをとりました。また、フライブルク大学の大きなクリニックで、精神

科の患者さんたちにも調査を行いました。 

これらの調査の後、南東ヨーロッパのクロアチアとボスニア・ヘルツェゴビナで、ボスニア

帰還兵の精神科の患者さんにおける宗教性とスピリチュアリティの役割に関する新しいプロジ

ェクトが始まりました。さらに、医療における心理社会的・精神的需要や資源をどのように支

援するかという問題についての学際的研究グループにも加わりました。 

また、私はドイツ牧会司牧調査の主任研究者の一人です。現在、５つの大きなプロジェクト

があります。一つ目は、ドイツにおけるコロナ・パンデミックによる喪失と喪と悲嘆に関する

調査です。二つ目ですが、今、ちょうど、フライブルク大学の成員のコロナパンデミックに対

する態度や反応についての調査結果を発表しようとしているところです。三つ目は、アフリカ

の大湖地域における平和と和解を扱っています。特にルワンダとブルンジでジェノサイドと内

戦に苦しんだ人々の和解に教会はどのように貢献できるのかという問いを探っています。また、

21 世紀における高齢化の問題を扱うプロジェクトもあります。キリスト教の観点から、加齢を

肯定的にどう捉えるかを探究しています。 

五つ目ですが、私はフライブルクベーシックインカム研究所の責任者の一人です。私の専門

はケアとベーシックインカムです。社会の中でケアワークという仕事が尊重され、正しく評価

されるようにするにはどのようにすればよいのかという問いを扱っています。ケアワークとは、

例えば、家族内で世代間で行われている子どもや高齢者等の世話を指します。例えば、ドイツ

では、通常、ケアワークは女性によって行われていますが、その対価は支払われていません。

それは、例えば、老齢年金の支給を受ける際の損失につながっています。ケアワークが社会的

に公平に補償されるにはどうしたらいいのでしょうか。私たちは皆、このケアワークが社会的
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結束や私たち一人ひとりの心理社会的発達のために大切であることを知っています。しかし、

私たちの社会で支配的な経済的思考によって、ケアワークは疎外されているのです。 

それでは、質疑応答に移りましょう。何かご関心を持たれた研究プロジェクトがあれば、よ

り詳しくお話しすることもできます。 

 

【参加者】 

クロアチア、ボスニア・ヘルツェゴビナのトラウマを受けた方たちの精神医学的な対象者の

方の宗教とスピリチュアリティの役割を調査されたというお話がありましたが、その結果につ

いて何かあればお話ください。また、スピリチュアリティがカリタス学の中で占める位置付け

について先生はどのようにお考えでしょうか。 

 

【バウマン教授】 

まず、一つ目の質問ですが、この研究の結果はもちろん複雑なのですが、和解には特に 3 つ

のことが必要だとわかりました 5。第一に、民族紛争は口実だということを発見する、あるい

は明らかにする必要があります。民族紛争は、本当の理由ではなく、道具化されています。フ

ツとツチの間の民族紛争は、政治によって道具化されているのです。紛争の本当の理由ではな

いのです。第二に、平和と和解のためには、貧困との戦いや貧困の克服が必要です。これには

教育も関連しています。第三に、信頼できる司法制度が必要です。政治における腐敗が克服さ

れなければなりません。 

これらの要素が一つでも欠けると、努力は持続しません。ですから、様々な要素を同時に取

り入れたアプローチが必要なのです。教会は、貧困との戦い、教育への奉仕、不正なシステム

の指摘、不当な扱いを受けている人々の擁護、そして信頼できる良い統治を支持することなど、

重要な役割を担っています。そして、教会コミュニティの中でも、民族差別を克服する必要が

あります。 

 次に、二つ目の質問ですが、カリタス学の中でスピリチュアリティは非常に中心的な役割を

担っています。第一に、カリタス学者は、自分自身が霊的に生きる人間であるべきです。第二

に、スピリチュアリティを研究の対象とすることで、人間学にスピリチュアリティの側面を取

り入れないと、人間をよく理解できないということを理解するべきです。特に、苦しんでいる

人は、スピリチュアルなニーズを持っている人であり、治療や支援にスピリチュアルなニーズ

をうまく取り入れる必要があるのです。そうすれば、スピリチュアリティは人々のエンパワメ

ントや解放の一部となるのです。 

 

【参加者】 

カリタス学は学際的ということですが、最近バチカンでも取り上げられ、注目されているイ

ンテグラル・ヒューマン・ディベロップメント（総合的人間開発）との関連についてお聞きし

 
5 翻訳を務めた筆者が混乱し、アフリカの紛争について聞いてしまったため、バウマン教授は

これについて答えている。 
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たいです。 

 

【バウマン教授】 

おっしゃる通り、現在、バチカンには総合人間開発省があります。これは教皇庁の正義と平

和、開発援助、移住者、医療にかかわっていた４つの評議会を前身として構成されています。

この新たな省では、４つの組織で行われた仕事をすべて再編成する過程にあり、私はドイツ司

教協議会の顧問であるため、助言を頼まれました。以前から、開発援助促進評議会と保健従事

者評議会の間には非公式ですが継続的なつながりがありました。また、例えば様々な会議を通

して、より正式なつながりもありました。彼らはカリタス学を知っていて、私たちにも声をか

けてくれますし、私たちから彼らに声をかけることもありますが、同省は聖座の一部であるの

に対して、カリタス学は自由な学問分野です。 

 

【参加者】 

カリタス学は基本的に学術的な枠組みであり、総合人間開発は実践的であることは理解して

いますが、この二つの間に何か違いや関連性はあるのでしょうか？  

 

【バウマン教授の応答】 

フランシスコ教皇が教皇庁の改革を打ち出したとき、私はすぐに上述の４つの評議会を一つ

にすることを提案しました。もちろん、教皇が私と直接話をしたのではありませんが、私は、

バチカンの様々なモンシニョール（高位聖職者）、また、これらの評議会の元議長たちと話をし

たのです。 

フライブルクのカリタス学と新しい総合的人間開発省の間には、組織的なつながりはありま

せん。また、この省はまだ組織として初期の段階にあります。タークソン枢機卿を補佐するシ

スターが新たに任命されるなど、現在様々なことが進んでいます。同省で行われている活動は

非常にグローバルなものです。私たちは学術活動を奨励していますが、同省に関心を持たれる

問いを扱っています。私たちは、カトリックの教義の観点からだけでなく、経験的なレベルか

ら総合的人間開発について考察します。私たちは実証的な研究を行い、その結果をまた神学的

に考察します。私たちは、経験的現実について洞察することで、第二バチカン公会議で述べら

れているように、カトリックの教義を、より人々の経験的な生活の現実に根ざしたものにでき

るのです。 

 

【参加者】 

コロナ・パンデミックとスピリチュアリティについて教えてください。 

 

【バウマン教授】 

コロナ・パンデミックに関しては、論文を数本発表しています。パンデミックの波における

スピリチュアリティの発展について、精神医学の専門誌に２本の論文を発表しました。最初の

波では、短期間ではありますが、多くの人にとってスピリチュアリティが活発になりました。
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しかし、第２、第３の波では、最初の勢いが弱くなりました。これはスピリチュアルな生活に

一般的に言えることでもありますが、コロナ・パンデミックの間には、スピリチュアルな生活

を始めようと思ってもすぐにその熱意を失ってしまう人と、より着実に、持続的にスピリチュ

アルな実践を行う人がいるということです。これは統計的に実証されています。 

このようなスピリチュアリティの減退は、福音の種まきのたとえに似ていると思います。異

なる土地に落ちた種は、成長したり、しなかったりするのです。これを経験的に証明すること

ができるのです。とても興味深いことです。 

最初の頃は、瞑想や自然の中で過ごす時間、創造物の不思議や美しさを考える時間を増やそ

うと多くの人が思っていたのに、第２、第３の波では、そういったことが少なくなってきます。

スピリチュアルな面でも疲労が蓄積していると言えるでしょう。長期のパンデミックによる疲

労です。 

【参加者】 

1938 年にカリタス学の２つの施設がナチス政府によって弾圧されたとき、どのような反応が

あり、どのような行動が取られたのでしょうか？ 

 

【バウマン教授】 

フライブルクの研究所とベルリンのディアコニア学（カリタス学のプロテスタント版）の研

究所は大学の機関でした。フライブルク大学は懸命に政府と話し合い、弾圧を避けようとしま

したが、フライブルク大学自体がすでにナチスの大学であった部分もあり、弾圧を避けること

はできませんでした。 

神学者たちは、神学部が存続できることで満足していたのですが、学生たちは強い不満を感

じていました。彼らは 1938 年以降も卒業資格を得られると保証されていたのですが、その時の

学生の中には、ユダヤ人家族の移住のために密かに働いていたために、ナチスの迫害の犠牲者

になった人もいたため、政府はかれらを疑っていたのです。 

また、思想的にナチスのイデオロギーを受け入れていた学生もいました。カリタスの学生の

中にもナチスの学生がいて、彼らは新たな独裁的な体制に入り込むための場所を見つけたと考

えました。カリタス学研究所にも、政権に協力的な学生とそうでない学生が混在していました。 

初代教授のフランツ・ケラーも、その次の教授も、ナチス政権によって失脚してしまいまし

た。神学部で椅子を追われたのは、かれらだけでした。後継者である私にとって、かれらが失

脚させられたこと、ナチス政権が無視できなかったほど、カリタス学という研究領域がナチス

政権と相容れないものであったことは、名誉なことです。障害者や病者や高齢者の扱いや、人

種的正義など、カリタス学が社会生活について示唆することは明確だからです。 

ちなみに、ベルリンの研究所については、ドイツのプロテスタント教会は常にカトリック教

会よりも国家と近しい関係にあったので、その抗議はフライブルクでの抗議よりもさらに限定

的なものでした。 

 

【参加者】 

性暴力によってトラウマを負った人々についての研究はありますか。性的被害を受けた人た
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ちにとって、信仰は癒しへとつながることがありますが、このことついての研究はされていま

すか？ 

 

【バウマン教授】 

性的トラウマとその治療に関する最近の研究としては、トラウマ後のストレス障害や複雑な

障害に関するスピリチュアリティや宗教性の問題についての研究があります。また、現在取り

組みが始まっている博士論文も、ドイツへの移住者で、クリスチャンではないのですが、ヨガ

のメソッドを実践している女性たちについて、これらのメソッドがもたらすスピリチュアルな

影響が、彼女たちの癒しにどのように役立つのかというテーマを扱っています。 

多くのトラウマを抱えた患者が、マインドフルネスに基づくエクササイズを用いています。

このエクササイズを始めた二人のうちの一人は、マーシャ・リネハンという心理学者です。マ

ーシャ・リネハンは、カトリック教徒でしたが、彼女自身も若い頃に精神病を患っていました。

彼女は深い問題を抱えていましたが、その癒しの第一歩はチャペルでの祈りの体験でした。彼

女が祈りの中で体験したことは、私たちが神秘体験と呼ぶようなものですが、60 年代や 70 年

代のアメリカではセラピーにおけるそのようなスピリチュアルな体験に関する疑念がとても強

かったため、慎重な彼女はそのことについては語りませんでした。しかし、彼女の開発したマ

インドフルネスをベースにしたエクササイズを用いた弁証法的行動療法の根底にあるのは祈り

における神秘的体験であり、老齢のいま、このことについてオープンに語っています。 

キリストに祈っているときに光を見たという彼女は、「自分は愛されているのだから、自分を

愛することができる」という確信を得ました。しかし、このようなことは通常は科学では受け

入れ難いことです。ですから、私たちは実証的な研究に全力を尽くし、患者さんたちに、スピ

リチュアルなニーズや実践方法、それが彼らにとってどういう意味を持つのかを、あらゆる角

度から尋ねています。そして、患者さんが自分の状況にうまく対処するために、スピリチュア

ルなことが大いに役立つことを発見したのです。 
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第２回

人道危機後の赦しと信仰
デオグラシアス・マルフキロ

（カトリック司祭、RAPRED-Girubuntu 代表、ドイツ・フライブルク大学研究員）

アンドリヤナ・グラヴァス

（医師、ドイツ・フライブルク大学研究員）

（2022 年３月３日開催） 

【デオグラシアス神父】

こんにちは、皆さん。私は今ドイツのフライブルクから皆さんにご挨拶しています。去年の

２月に私はグローバル・コンサーン研究所のイベントでお話をさせていただきました。前回は、

私が代表を務める団体の平和活動についてお話ししました。今日は私の研究についてお話した

いと思います。

まず、ブルンジという国についてお話したいと思います。ブルンジというのは、東アフリカ

の中央あたりにあります。そこは過去ドイツの植民地でありました。

そこにはたくさんの内戦がありました。そしてそれはある対立についてのものです。この対

立、抗争というものはどういうものなのでしょうか。これは民族的なものなのでしょうか、そ

れとも政治的なものでしょうか、それとも両方なのでしょうか。

民族間の対立というものはどのようにして出てきたのでしょうか、そしてその結果というも

のはどのようなものなのでしょうか。ブルンジでもルワンダの例で知られているようにツチと

フツという二つの民族間の対立ということがあります。

ここでは宗主国の影響ということが大切になってきます。植民地時代以前、また植民地の時

代には、民族間の戦争や緊張というものはありませんでした。それはいろいろな歴史家によっ

て言われていることです。ブルンジは、ドイツとベルギーという２つの植民地大国によって植

民地とされていました。

1885 年のベルリン・コンゴ会議でアフリカは分割されてしまいました。そこで言われていた

のは、分割して統治せよという原則です。分割統治というものは、1916 年の軍事的敗北までブ

ルンジにおけるドイツの植民地統治の原則であったと歴史家は言っています。ベルリン会議の

結果、アフリカは、まるでケーキのように、ヨーロッパの国々にわけ与えられたのです。

ドイツの後にベルギーがブルンジを植民地としました。彼らは当初はツチ族のエリートを優

遇し、フツ族を犠牲にしていたのですが、ツチ族から独立を要求する人々が出てくると、ツチ

族に裏切られたと感じて、フツ族を優遇することにしました。ツチというのは実は少数派で

15％です。残りの 85％くらいがフツになります。1929 年以降ベルギーの植民地支配によって、

新行政機構というものが導入されました。フツ族はこの政権から組織的に排除されました。こ

の行政組織では、「知的で生まれながらの支配者」とされるツチが優遇されました。

様々な内戦がありました。1965 年、独立から３年後、最初の民族紛争、内戦とされるものが

起きました。1972 年の出来事はとても残酷で、両サイドが大量虐殺について語っています。
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1988 年のものはローカルなもので、北部の一部地域のみに影響がありました。1993 年には大

統領選挙があったのですが、その初めて選ばれた大統領が暗殺された後に、大きな争いがあり

ました。そして、2015 年にもまた危機がありました。戦争になるかもしれない、ということで、

たくさんの人々が難民として周辺国に逃げることになりました。

私たちの国では、何回も内戦が起こっています。それは悪循環の中で、繰り返されているの

です。そして、それを防ぐ手立てはまだ見つかっていません。

多くの内戦は何を人々にもたらしたのでしょうか。ここで簡単に、戦災に遭われた方たちが

経験したことについてまとめてみましょう。

まず、トラウマです。多くの人たちがとてもひどい目に遭いました。また、そのような光景

を目にした人たちもたくさんいます。例えば、殺された人の手足を見た経験が、子供のトラウ

マになったりしています。また、人々の持っているものが没収されたり、収用されたりしてし

まいました。戦争というものは、将来の希望すらも奪ってしまいました。そして、年齢に関わ

らず、たくさんの人々が難民となりました。今のウクライナの状態も同じようなものだと思わ

れます。次に、「喪の欠落」というものがありました。私たちにとっては、誰かが亡くなったと

きに、それを記念する、というのがとても大切なのですが、これを実施することができなかっ

たのです。また、誘拐もありました。たくさんの人たちが、政府、警察や軍によって誘拐され

ました。家族は誘拐された人たちがまだ生きているかも知らずにいます。ちなみに誘拐という

のはまだたくさん起きています。そこには不信感というものがあります。ツチとフツとの間で

というのもありますが、同じ村の家族間でもたくさんの不信がまだあります。そして、親戚家

族を失ったということもあります。ブルンジではそれぞれの人が少なくとも１人は親族を失っ

たと言われています。

次に、内戦の原因について話しましょう。たくさんの人に話を聞いてきましたが、原因とし

て民族間の対立ということはあまり浮かんできませんでした。まず一つ目ですが、劣悪な統治、

劣悪な政府というものがあります。また、無法状態ということがあります。つまり、悪いこと

をした人が罰せられないというようなことです。そして、貧困というとても大切な原因があり

ます。例えば、貧困に悩まされる若者は簡単に反政府的な武装グループの一員となってしまい

ます。

ブルンジ紛争というのは民族紛争だったのでしょうか。私は、いろいろ調査した結果、民族

性というのは実はそんなに重要な要因ではないという風に考えています。それは道具化されて、

政治的な目的のために利用されているだけです。

歴史上の様々な内戦がブルンジ社会に大きな亀裂をもたらしています。そして、適切に対処

されず、長引いているトラウマたちが、将来の紛争のゆりかごとなっているのです。

質的研究の結果として、解決法を提示することがあるのですが、私の提示する解決法は三つ

のレベルにわかれています。

一つ目のテーゼは「条件」です。「良い統治・開発」、つまり貧困と闘うこと、そして「正義・

法」が大切です。前提条件として、良い統治や民主化、貧困の緩和、そして十分に機能する司

法による正義へのコミットメントがなければ、平和と和解に向けたすべての努力は失敗に終わ

ります。
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二つ目のテーゼは、私が「社会の治療」と呼ぶものです。さまざまな罪が犯されたため、平

和の推進や平和構築には社会の治療が必要なのです。それはプロセスです。まず出会いによっ

て信頼を作る。そして想起。語ることによって、記憶する。そして事後処理です。これは例え

ば賠償ですとか、記念碑を作るとかそういうようなものです。あと、和解。そして、赦し。 
三つ目のテーゼは、持続性です。そこで大切なのは教育する、そして、育てるということで

す。それは新たな意識を構築することです。教育を通じて文化的な変化を生み出すことで、平

和と和解の文化を持続的に促進することができます。 
これは別の研究なのですが、2015 年に内戦になりそうになったとき、たくさんの人々が亡命

し、難民となりました。私は、その人たちのところに赴き、お話をお聞きしました。 
たくさんの難民の方たちは、誘拐されたりですとか、拷問にあったりですとか、性暴力を受

けたりですとか、ひどい経験をされています。そこで、そのような人たちに、信仰の役割とい

うものについて質問をしてみました。 
まず、こういうふうに答える人たちがいました。「私は神の加護というものを経験した。」「神

は、私のために計画がある。」「聖書は身を守ってくれる。」「神は私のことを救い、守ってくれ

た」。ここけでは、摂理という概念が大切です。やはり、神は私のために計画があるのだ、とい

う考えが中心となっています。 
また、ブルンジはキリスト教徒が多い国なのですが、65％がカトリックです。すると、やは

り「何か私たちの信仰っていうのは表面的なものであるのではないか」、「本当に信じているの

だったら、内戦のようなものは起きないはずではないか」、というような言葉も聞きました。 
「神が守ってくれた」という人のように、「私の信仰が強められた」というようなことを言う

人もいます。そして、「どうしてこのようなことが起きるのか」という疑問を持つ人は、「私の

信仰は試されていた」というように言っています。しかし、信仰が弱まった、と言った、ツチ

の少女もいました。ツチの少女たちは警察官等による性暴力を受けたりしていました。 
また、信仰というのは問題を乗り越えるための力であると主張するたち人もいました。希望

を強調している人たちもいました。信仰によって希望が芽生えた、などと言っていました。 
次に、赦しについてです。人々はどのようなことを言っているでしょうか。まず、私はすで

に赦せる、と考えている人がいます。「まず正義がなされてから」「加害者が罰せられてから」

と言う人たちもいます。また、「赦せないし、赦すことは無理であるし、赦したくない」と言う

人たちもいます。「私には赦すのは無理。なぜなら私の子どもが殺されたから。私は赦すことが

できない。」そういう風に言う人たちがいるのです。また、赦されるために赦さなければ、とい

う風に考える人たちもいます。暴力の悪循環から逃れるために、赦しが必要だと言う人たちも

います。また、一般市民の加害者は赦すことができるとしても、上の方で全てを操った人たち、

例えば政治家などは絶対赦せない、と言う人たちもいます。 
私の研究は、ブルンジ、アフリカだけに関係のあることではありません。例えば今ここヨー

ロッパで、ウクライナで起こっていることにも関係があるのだと、私は信じています。 
 
【参加者】 

異なる価値観や世界観がある中で、一致して、一つの方向に動いていくには、どうすればよ
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いのでしょうか。

【デオグラシアス神父】

多様な社会では、当然、みんなである一つの方向に動いていくというのは、簡単なことでは

ありません。ただ、少なくともそれぞれの個人が何らかの方向性というものを持っていること

が大切です。そして大切なことをみんなが考えて、それに集中していくことです。いろいろな

考え方のグループがあります。例えば、カトリック、それから仏教、イスラムですとか、いろ

いろあるのですが、それぞれの人たちが自分たちの方向性をきちんと持っている状態であれば、

何らかの形で一緒の方向性も見つけていけると私は信じています。

【参加者からのコメント】

過去の痛みの認識と、求めている癒しに違いがある中で、どう本当の癒しを求めていくので

しょうか。

【デオグラシアス神父の回答】

これは後にアンドリヤナ・グラヴァスさんがお話されることに関係あるので、そちらを聞い

ていただきたいのですが、私が思うに、痛みと過去の痛み、過去というものは、意識の中にも

あります。潜在意識の中に残っています。そしてそれは世代さえも超えていくものです。世代

を超えて伝わってしまうものです。例えば、第二次大戦の痛みは、ずっとドイツで続いていま

す。それにどうやって対処すればよいのか。

大切になってくるのは、やはり真実だと思います。「何が起きたのか」を発見することです。

歴史をきちんと理解することです。真実と和解ということがアフリカで言われてきました。過

去の問題を適切に真実に基づいて処理するということが大切です。それは社会の治療でもあり

ます。トラウマを受けた人には、PTSD 等の精神疾患になってしまった人たちも、もちろんい

ます。そのような人たちは、医学的、または、心理的な治療を必要としていると私は考えます。

今ロシアで起きていることでもそうですが、ロシアには、一部の人だとは思いますが、ロシ

アは「平和のための戦争」、「使命としての戦争」を戦っていると言っている人たちもいます。

ロシアの人たちはそういう風に考えているのかもしれません。しかし、ウクライナの人たちは、

これは自衛のための、自分たちの存在を守るための戦争だという風に考えています。やはり、

歴史観はとても大切なのです。

【参加者】

今のお話を聞いて思い出したのが、プーチン大統領が、過去のトラウマというものを理由に、

つまり、ソビエトが瓦解した時のトラウマ、そして、その後の国家としての失策の連続のトラ

ウマというものによって、今、戦争を起こしているという説です。

【デオグラシアス神父】

社会の治療というものがやはり戦争を防ぐには大切ではないでしょうか。
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【グラヴァス医師】

私はフライブルク大学神学部のカリタス学研究所に勤めています。クロアチアの出身です。

医師として、また、戦争を実際に経験した人間、そして、カリタス学を学ぶ人間として、皆さ

んと今日はお話ししたいと思います。

クロアチアという国は中央ヨーロッパにあります。首都はザグレブです。とても美しい国で

す。千を越える島々と八つの国立公園、そして、11 の自然公園があります。私の国の美しい場

所を皆さんにお見せしたいです。是非クロアチアを訪れてみてください。しかし、この国が過

去何十年にわたって破壊されてきたということも忘れないでください。

この地域では過去に５年間にわたる戦争がありました。1 万 5000 人ほどが死にました。そ

のうち 273 人は子どもでした。1800 人以上の人たちはまだ行方不明です。それは家族にとっ

てとても重い負担となっています。なぜならお別れができなかったからです。また、125 を数

える集団墓地が見つかっていますが、他にも見つかっていないものもあるでしょう。ボスニア

等からの難民もたくさんいます。クロアチアでは今でも 100 万人が戦災にあったせいで通常の

生活を送れないでいます。

戦争はたくさんのものを生み出しましたが、PTSD もその一つです。PTSD には複数の併存

疾患もあります。鬱、自殺、薬物中毒などです。クロアチアの退役軍人の間での自殺率は、そ

の他の人たちと比べて、とても高いです。退役軍人の罹病率はとても高いです。世界中で、一

般に、死因の一位は心臓血管疾患で、二位が癌なのですが、興味深いことに、退役軍人の間で

はそれは逆になっています。つまり、死因の一位が癌で、二位が心臓血管疾患なのです。退役

軍人の平均寿命は 62 歳です。 
退役軍人は他にもたくさんの心理的、社会的な問題を抱えています。一例ですが、退役軍人

は政府からさまざまな支援を受けているのですが、もう戦争は何年も前に終わったのにどうし

てまだ支援が続いているか、というような批判があります。そこにはスティグマがあるのです。

退役軍人の間で最も多い精神的疾患は PTSD です。これはとても重い病気で、慢性的になり

がちです。患者は、過去に起こった出来事を経験し続けます。そして、不安が続きます。例え

ば、雨降りの音が聞こえると、戦場に引き戻されてしまいます。匂いですとか、味ですとか、

見たものなどが、トリガーとなるのです。

クロアチア全体で PTSD の有病率は 30％にもなります。PTSD というのは、時間とともに

慢性化してしまいます。デオグラシアス神父もすでに話しましたが、二次的な PTSD もありま

す。トラウマになる経験をした人の身近な人たちが PTSD になってしまうのです。夫の経験で

妻が、父親の経験で子供が、PTSD になるのです。そして、妻は鬱になり、子どもは学校に行

かず、引きこもる、というようなことがあります。第二次世界大戦の時にも同様のケースが多

くありました。「戦争の子ども」とか「戦争の孫」というような言い方があります。

私の博士論文のタイトルは、『私はまだそこにいる〜クロアチアのトラウマ患者における宗

教性と霊性の役割〜』です。

この写真を見てください。これは銃で撃たれたキリストです。ヴコヴァルというクロアチア

の街のものです。この街は３ヶ月間軍隊に包囲されて攻撃にあい、たくさんの人たちが亡くな

りました。
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私はどうして「私はまだそこにいる」というタイトルを付けたのでしょうか。それはこの病

気に悩まされている人たちがクロアチアにまだたくさんいるからです。祖国への愛、故郷への

愛、自由。これらが、戦時下のクロアチアでは生き残るための動機付け、理由でした。そして、

慰めと希望を信仰に求めました。つまり、神はまたそこにいたのです…。

次に、問いの設定です。宗教性と霊性（スピリチュアリティ）は、主観的な立場から見て、

PTSD 患者がトラウマに対処する際に、どのような役割を果たすのでしょうか。PTSD 患者は

自分の人生についてどう思っているのでしょうか。宗教性や霊性は、PTSD 患者が赦しの準備

をする際に、どのような役割を果たすのでしょうか。

これらの問いに関して、私は、クロアチアの二つのクリニックで、量的調査を実施しました。

1200 のアンケート調査に対する回答が返ってきました。その中から 400 を見ました。調査の

対象は ICD（国際疾病分類）で F の 43－1（外傷後ストレス障害）と F 62－0（破局体験後の

持続的人格変化）の診断がついた患者です。

測定には、SpREUK（Erfassung der Spirituellen und Religösen Einstellung und des 
Umgangs mit Krankheit；病に対する霊的及び宗教的な適応と態度に関する調査）を用いまし

た。霊性と宗教性に関して測定するためのものです。また、統計処理には SPSS というソフト

ウェアを用いました。

結果についてお話しします。回答率は 85.7％でした。サンプルの 76％が男性で、88.7％がカ

トリックでした。このカトリックの割合は、クロアチア全体のものと同じくらいです。戦争は

５年間続き、53.7％が全期間兵士として活動していました。興味深いことに、過去 20 年以上治

療を受けている患者が 22.4%、そして、ほぼ同数の 22.2％の患者が過去５年以内に治療を始め

ています。彼らは新しく治療を受けている人たちです。88.2％の患者が、いまだに、心理的そ

して身体的に、苦しみを受けていると言っています。そして、87％ほどの患者が、戦争に参加

したこと、戦争での経験が自分たちの病気の原因だと言っています。

患者は、「あなたは宗教的ですか。あなたはスピリチュアルな人ですか。」という質問につい

ては、自己評価で答えているのですが、45.9%の人たちが、自分は宗教的かつスピリチュアル

である、と答えています。宗教や霊性は、意味の探究、赦し、病気にどのように向き合うか等、

さまざまなことに、どう影響しているのでしょうか。

トラウマ患者は、意味を探す傾向にあります。意味と希望、そして、掴まっていられるもの、

支えとなる何かを探します。多くの研究によれば、人生に意味を見つける人は、この病気、PTSD
によりよく対処することができます。私たちの結果も同様でした。

一つ目のモジュールは、意味の探求についてです。63.9％の患者が、人生において意味を探

すことそして PTSD に意味を見出すことが大切だと答えています。74％が、今までの自分の人

生が意味あるもの、価値あるものであったと希望しています。そして、73.7％が、PTSD に意

味がある、また、この病気による制約に意味があると考えています。しかし、より強い PTSD
に苦しんでいる人は、PTSD に意味を見つけることに困難を感じています。 

このような状況は、信仰における問題にも通じています。どうして神はこのようなことを許

したのだろうか、と考えるからです。よって、PTSD 患者の治療には、宗教的なもの、霊的な

ものを、セラピーの中に取り入れることが大切です。
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二つ目のモジュールは、人生の満足度についてです。36.8％の患者が、自分の人生に満足し

ていません。自分の人生はひどいものだ、自分は不幸だ、と思っています。長い治療がうまく

いっていない場合、特に、人生に対する満足度が下がる傾向があります。しかし、宗教的また

は霊的な人たちの半数以上は、宗教性と霊性のおかげで人生の満足度が高くなっている、と答

えています。そして、宗教的でない、霊的でもない、と答えた人たちは、人生に対する満足度

がかなり低いです。 
三つ目のモジュールは、病気とどう向き合うか、ということについてです。神や天使などの

宗教的な存在を信じている人たちは、より良いスコアが出ています。５年間ずっと戦争に従事

していた人たちの間では、より多くの人たちが宗教的または霊的な支えを探しています。そし

て、半数以上の人たちが、宗教や霊性が日常的に力を与えてくれると言っています。 
四つ目のモジュールは、宗教的・霊的なニーズについてです。80.8％の患者たちが、内的な

平和への強い欲求があると言います。トラウマというものは、その人全体を揺さぶるものです。

内的な揺れを大きく感じているため、当然、平和を求めるのです。また、約 64％が、自ら祈る

欲求を感じています。そして、約 50％が、他の人に祈ってもらうことを望んでいます。 
五つ目のモジュールは赦しについてです。赦しへの欲求はどれほどなのでしょうか。 
赦しへの欲求には、赦されることへの欲求と赦すことへの欲求があります。赦しというのは、

長期間にわたるプロセスです。それは、今日明日に起こるものではなくて、熟さなければなら

ないものです。クロアチアでは、27 年が過ぎましたが、赦しのプロセスで完了したものはあり

ません。75％の人たちが、条件付きの赦しはあり得ると言っています。条件とは、きちんと賠

償がなされるということです。８％は無条件で赦せると言っています。そして、６％は復讐を

考えています。 
赦しは和解に必須です。しかし、赦しは直ちに和解につながるわけでもありません。和解に

は、双方の準備が必要だからです。正義は、和解にとって一番大切な条件です。多くの研究に

よると、赦しは、心理的な健康にとって非常に重要です。赦し、和解、そして正義というもの

は、持続的な平和に大切なものです。 
私の研究によると、72％が、誰かを赦せるようになりたい、という欲求を感じています。し

かし、退役軍人の間では、赦すこと、許されることへの欲求はより少なくなっています。それ

はパラドックスのようにも思えます。なぜなら、ほとんどの退役軍人は宗教的で霊的だったか

らです。彼らは自問しました。どうして戦争が起きてしまったのだろうか。そして、次のよう

に答えたのです。「我々は自衛のための戦争をしたのだ。」「我々は、子どもや妻、女性や家のた

めに戦ったのだ」。このような動機、理由で戦ったので、赦しの必要性を感じられないのです。

なぜなら戦争に参加したこと自体には罪悪感がないからです。しかし、クロアチアの退役軍人

は、例えば、仲間が死んでしまったことには、罪悪感を感じています。そういう場合には、な

んで私は生きているのだろうと、感じたりしています。 
クロアチアの人たちにとって、カトリック教会は、赦しのプロセスの中で最も大切なもので

す。ユニバーサルでヒューマニスティックな教会には、正義や赦しや愛があるので、赦しのプ

ロセスに大きな力を与えることができるのです。 
今まで、宗教性・霊性とトラウマの関係は、あまり研究されていませんでした。このテーマ
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について、宗教性とトラウマとの相関についての研究はまだクロアチアでなされていません。

しかし、私の研究は、クロアチアのトラウマ患者において霊性が重要な役割を果たしているこ

とを示しています。この知見によって、学際的な、または宗教間にわたるコミュニケーション

やディスカッションというものが、様々なアクターの間でなされるようになることを望みます。

そして、和解と平和のプロセスの促進に貢献できればいいと思います。

私が話したトラウマ患者の多くは、宗教や霊性が PTSD の治療においてもっと役割を果たす

べきだと感じています。だから、クロアチアのカトリック教会は、もっと頑張らなければいけ

ません。責任ある立場にいる人たちが、この研究の結果によって、意識を変えることを望みま

す。他にも医療機関等、様々なアクターに私の研究結果を伝えていきたいです。かれらはこの

テーマについてもっと考える必要があると思います。

今後の展望です。宗教性と霊性は、心理療法においてはこれまでほとんど役割を与えられて

いませんでした。警察官や救急隊員等についても研究されるべきでしょう。そして、各種団体

等で教育の機会が与えられるべきでしょう。また、会議やワークショップ等も実施すべきでし

ょう。

最近、ベルリンで、ヨーロッパ最大の精神医療学会に出席しました。また、クロアチアでも

いろいろなところで講演をしています。私の目標は、PTSD 患者が、より全人的な治療を受け

られるようにすることです。

恐ろしいことに、ロシア＝ウクライナ戦争の続く欧州ではこのテーマはとてもアクチュアル

です。そこで、特に宗教的な側面の強い社会では、教会がもっと役割を担うべきだと思います。

宗教的な人は、慰めや希望や力を、信仰に頼っているからです。酷い経験や、それによる PTSD
にどうやって向き合うか。そこでは、信仰が重要なのです。

【参加者】

退役軍人は、祖国のために、また、自分の家族等を守るために戦った、という意識が強いの

で、罪責感がないため、宗教的な慰めも赦しも必要がないと思っている人が多いというお話し

がありました。同じことは日本の戦争についても言えます。今回のロシアとウクライナの件で

もそうだと思うのですが、祖国を守るために戦ったんだ、と正当化する人たちは必ずいます。

でも、人を何人も殺してしまうと、いくら正義の戦争と思っていても、傷ついてしまうと思い

ます。そういう人たちのセラピー、平和プロセスはどうなるのでしょうか。

【グラヴァス医師】

赦しというのはとても長いプロセスで、色々なことが必要となります。そして、赦しは、心

からのものである必要があります。単に言葉だけでできるものではないのです。無理強いする

ようなものではないのです。そして、どれほどの時間が癒しに必要かは、人によるでしょう。

私も、ウクライナのことを聞くと、私は PTSD の診断はついていませんが、戦争のことを思い

出します。
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【参加者】

赦すことの欲求とか、赦されることの欲求ということについてお話しいただきましたが、赦

しのプロセスには長い時間がかかります。そして、宗教、教会というものは、赦す心を成熟さ

せる助けになる、ともお話しされました。そこで質問なのですが、人間には「赦したい」とい

う基本的な欲求はあるのでしょうか。

【グラヴァス医師】

私は、それはあると思います。人間は、信仰に関係なく、赦すことを必要としています。そ

れは人間の根底にあるものだと思います。なぜなら、人間は社会的であって、お互いを必要と

しているからです。しかし、全てのトラウマは同じではありません。例えば、子どもを亡くし

てしまうということもあるでしょうし、怪我をするということもあるでしょう。しかし、みん

な赦しを必要としているというところは、信仰に関わらず同じなのではないでしょうか。赦せ

ない、赦すことができないというのは、自分を傷つけるものだと思います。その感情は、重荷

として自分の心の中に残ってしまいます。

【参加者（つづき）】

赦したい気持ちがあること、赦せないと自分を傷つけてしまうことはよくわかります。しか

し、時として、それが自分を傷つけていながらも、赦さないことで自分を満足させるケースも、

一般的とは言えないかもしれませんが、あるのではないでしょうか。人は基本的に赦したいと

いう気持ちがあると先生はおっしゃっていましたが、「赦さない」ということは心の病と言える

のでしょうか。そして、そこで宗教が大きな力を発揮するのかもしれません。病院ではなく。

自分が自分を傷つけてしまっていることに気づかせるのは、宗教や霊性の役割なのかもしれま

せん。

【グラヴァス医師】

赦さないことが、復讐となる場合があります。それは、赦されないことは相手にとって悪い

ことだからです。それがきっと赦さないことの満足感に繋がっているのでしょう。しかし、赦

さないことは、重荷にもなります。赦すということは赦す人にとって大切なのです。

【参加者】

お二人のご講演では、赦しは正義が実現されることが前提であると仰っていました。ただ、

赦しというのは非常にキリスト教的な概念だと思います。日本の社会で生きていると、キリス

ト教の言うような「赦し」の概念はないように思えます。例えば、儒教的な日本や韓国での＃

MeToo 運動を見ていると、赦しという概念はないように思えます。こういうキリスト教社会で

はないところで、赦しと正義のバランスをどのようにとったらいいでしょうか。

【グラヴァス医師】

私の研究は量的なものだったのですが、アンケート調査の回答によく補完的な説明として書
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かれていたのが、「私は性暴力の被害に遭った」ということでした。クロアチアではこのような

ケースはとても多くありました。クロアチアやボスニアの戦争では、そのような行為が、武器

として使われていたのです。そして、それは組織だって行われていたもので、父親の前ですと

か、夫の前で行われたものなのです。すると、副次的なトラウマも生じてきます。

また、このようなことが、妊娠させることを目的としてもされていました。すると、子ども

が実際に産まれた後に、その子を自分の子どもとして愛するべきなのか、それとも加害者の子

どもなので愛するべきではないのか、というようなことを考えるわけです。そして、いつか、

子どもは大きくなって、自分の出自について知ります。しかも、ちゃんと自分の身を守らなか

ったとか、また、そういうふうにさせてしまったのではないかとか、周囲の人々に苛まれるこ

ともあるのです。

例えば、ヴコヴァルという都市では、性的暴行の被害に遭った人が、加害者に街で出くわす

ということがよくあります。なぜなら正義というものがなされなかったからです。そのような

女性たちはどのような気持ちでしょうか。加害者は自分のことをあざけっているかもしれない、

等と考えるのです。

クロアチアでは全ての加害者が罰せられたわけではありません。クロアチアというのは狭い

国なので、お互いのことを知っています。そこで正義がなされないかぎりは、和解、平和、赦

しもないのです。被害者は、加害者が罰せられてからだったら、自分も赦せると感じるのです。

そうなれば良いと私も思っています。

【参加者】

キリスト教徒にとっては、例えば最後の審判ですとか、究極的には必ず正義がなされること

になっています。また、イエスもそうだったのかもしれませんが、謝罪がなされる前、正義が

なされる前に、赦そう、と思う人もいます。

【デオグラシアス神父】

もちろん、キリスト教徒の場合には、最後の審判があります。そのような考え方は、特に、

今回のウクライナのプーチンの場合のように、とても高い地位にいて、罰することができない

ような人について考えるときに、役立つかもしれません。もちろん、これは神学的にもとても

大切なテーマです。でも、罰することができるのであれば、やはり罰することが必要でしょう。

大切なことは、赦すという行為が強制されないことです。赦しは、自発的に行われるべきこと

であって、誰かに赦すことを強いられることはよくないことですし、それは不可能です。

【参加者】

日本と朝鮮半島の問題はまだ解決されていません。今も日本ではたくさんのヘイトスピーチ

があります。また、高校の無償化は朝鮮語を学ぶ子どもたちには適用されていないとか、その

ようなこともあります。和解には程遠い状況にあるわけです。

今、市民と宗教者が、和解と平和のプラットフォームを立ち上げることを始めています。そ

こで今回のお話が参考になると思いました。出会いというのは、市民間で、あるいは、宗教者
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間でなされていますが、私が難しいと感じているのは、真実の共有です。それができていない

のです。かたくなに片方が、日本が、拒んでいるのです。だから、まだ教育までにはとても届

かない。真実を共有するにはどうすればいいか、何かヒントをいただければと思います。 
 
【グラヴァス医師】 

私は、この件に関しては、とても大切なのは、一般化しないということだと思います。例え

ば、日本人が悪いとか、そういうようなことではなくて、やはり何事も個人が個人を見つめる

ことが大切なのではないでしょうか。そこで、共通の目的を見つけることも大切になります。

しかし、和解というのは大変長いプロセスです。クロアチアとセルビアもまだ和解していませ

ん。繰り返しになりますが、大切なのは個人です。ナチス政権下のドイツにさえも戦争に反対

した人もいたわけです。あまり集団的に考えずに、それぞれの人を見ることが、私は大切だと

思います。 
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